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令 和 ４ 年 １ ０ 月 １ ９ 日 

 

科学技術振興機構（ＪＳＴ） 

Tel：03-5214-8404（広報課）  

 

株式会社国際電気通信基礎技術研究所（ATR）  

Tel：0774-95-1176(広報担当)  

 

大 阪 大 学  

Tel：06-6850-6131（基礎工学研究科 庶務係）  
 

 

河野 太郎 大臣のサイバネティック・アバターについて 

～年内に実証実験、社会利用に向けた課題を検討～ 
 

ポイント 

➢ 世界で初めて、現役閣僚がサイバネティック・アバター（ＣＡ）注１）を利用する実証実

験を実施します。 

➢ 実証実験では、実体を持つＣＡを用いることで、人々は目の前に大臣本人が来て話して

いると感じられるか、大臣の言葉はより人々に届きやすくなるかなどの効果を検証す

ることを予定してします。 

➢ また、ＣＡの活動を操作者本人の活動と見なして良いのかという問題を、広く多くの

方々に問い掛け、ＣＡ社会における新たな社会規範を模索します。 

株式会社国際電気通信基礎技術研究所（以下「ＡＴＲ」） インタラクション科学研究

所の宮下 敬宏 所長および大阪大学 大学院基礎工学研究科の石黒 浩 教授のグルー

プは、内閣府が主導しＪＳＴが研究を推進するムーンショット型研究開発事業注２）の中

で、ホスピタリティー豊かでモラルのある対話や行動が可能なＣＡの実現を目指してい

ます。その研究開発の一環として、大臣のＣＡ利用を通して、ＣＡ社会における社会規

範を探る実証実験を実施します。 

ＣＡを用いると、操作者本人は現場に移動することなく社会活動に参画できるように

なるため、業務の効率化が期待できます。また、１人で複数体のＣＡを同時に操作すれ

ば、さらに生産性が向上します。特に、特定の人物が行わなければならない業務（特定

の責任者が説明する場合など）では、操作者本人に酷似した見かけを持つＣＡを用いれ

ば、その人が現場にいる存在感を出しつつ、遠隔での業務が可能です。一方で、ＣＡが

操作者と酷似している場合には、操作者が別人や人工知能だったとしても対面者は本人

と思う可能性があります。このような特性を持つＣＡを用いて社会活動を実現するため

には、ＣＡが行ったことを操作者本人が行ったことと見なして良いのかという「本人性

の問題」について検討する必要があります。このような問題は、ＣＡ利用についての社

会制度設計に関わる専門家だけで検討するのではなく、多くの方々にＣＡ利用を実感し

てもらい、共に検討していく必要があります。 

上記の課題が顕著に現れる状況の１つとして、本研究開発プロジェクトでは、年内を

目途に、河野 太郎 大臣のＣＡを用いた実証実験を実施します。その結果も踏まえ、Ｃ

Ａ利用に必要な社会規範の検討に取り組みます。 

解禁時間（ﾃﾚﾋﾞ、ﾗｼﾞｵ、WEB）：令和４年 10月 21日（金）午後５時半（日本時間） 

（新聞）      ：令和４年 10月 22日（土）付朝刊 

令和４年１０月１９日 原稿差し替え 
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本成果は、以下の事業・プログラム・プロジェクト・研究開発課題において推進しています。 
ムーンショット型研究開発事業（ＭＳ） 
研究開発プログラム：「２０５０年までに、人が身体、脳、空間、時間の制約から解放され
た社会を実現」 
（プログラムディレクター：萩田 紀博 大阪芸術大学 教授） 
研究開発プロジェクト名：「誰もが自在に活躍できるアバター共生社会の実現」 
（プロジェクトマネージャー：石黒 浩 大阪大学大学院基礎工学研究科 教授） 
研究開発課題名：「存在感ＣＡの開発とＣＡ自在操作インターフェースの研究開発」 
課題推進者：（石黒 浩 大阪大学 大学院基礎工学研究科 教授） 
研究開発課題名：「ＣＡ基盤構築及び階層的ＣＡ連携と操作者割り当ての研究開発」 
課題推進者：（宮下 敬宏 株式会社国際電気通信基礎技術研究所 インタラクション科学研
究所 所長） 
研究開発期間：令和２年１２月～令和７年１１月 

 
研究開発プログラムでは、２０５０年までに、人が身体、脳、空間、時間の制約から解放され
た社会を実現するため、サイボーグやアバターとして知られる一連の技術を高度に活用し、人
の身体的能力、認知能力および知覚能力を拡張するサイバネティック・アバター技術を、社会
通念を踏まえながら研究開発を推進していきます。 
研究開発プロジェクトでは、利用者の反応をみて行動するホスピタリティー豊かな対話行動が
できる複数のＣＡを自在に遠隔操作して、現場に行かなくても多様な社会活動（仕事、教育、
医療、日常など）に参画できることを実現します。２０５０年には、場所の選び方、時間の使
い方、人間の能力の拡張において、生活様式が劇的に変革するが、社会とバランスのとれたア
バター共生社会を実現します。 

本取り組みは、理化学研究所 情報統合本部 ガーディアンロボットプロジェクトの港 

隆史 チームリーダーらの協力を得て行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜研究の背景と経緯＞ 

少子高齢化が進展し労働力不足が懸念される中で、介護や育児をする必要がある人や高

齢者など、さまざまな背景や価値観を持つ人々が、自らのライフスタイルに応じて多様な

活動に参画できるようにすることが重要です。そのためには、人が身体、脳、空間、時間

の制約から解放された社会を実現することが鍵となります。内閣府が主導し、ＪＳＴが研

究を推進するムーンショット型研究開発事業のうち、ムーンショット目標１「２０５０年

までに、人が身体、脳、空間、時間の制約から解放された社会を実現」の一環である「誰

もが自在に活躍できるアバター共生社会の実現」（アバター共生社会）研究開発プロジェク

トでは、２０５０年までに、人が身体、脳、空間、時間の制約から解放された社会を実現

するため、サイボーグやアバターとして知られる一連の技術を高度に活用し、人の身体的

能力、認知能力および知覚能力を拡張するＣＡ技術の研究開発を、社会通念を踏まえなが

ら推進しています。アバター共生社会では、遠隔操作可能で自分の体と同じように感覚を

共有できる「身代わりロボット」であるＣＡのおかげで、人間の活動範囲の制限がなくな

ります。仕事の場所は宇宙から人体の中まで多様化し、１人で１０台以上のロボットを指

揮者のように操作して、大規模な業務を短時間でこなすこともできるようになります。特

定の人物が行わなければならない業務（特定の責任者が説明する場合など）であっても、

その人に酷似した見かけのＣＡを用いれば、その人が現場にいる存在感を出しつつ、遠隔

での業務が可能です。このようなアバター共生社会を実現するために、複数の人が遠隔操

作する多数のＣＡで大規模かつ複雑なタスクを実行するための技術を２０５０年までに、

１つのタスクに対して１人で１０体以上のＣＡを操作できる技術を２０３０年までに開発
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することを目標にして研究開発に取り組んでいます。このような技術は、１つのＣＡを複

数の人で操作したり、部分的に人工知能を用いて自律化したりすることで実現できるよう

になります。 

ＣＡを用いることで時間や空間の制約を超えて多様な社会活動（仕事、教育、医療、日

常など）に参加できるようになりますが、その一方で、ＣＡの実用化を進展させるために

は、ＣＡの技術開発とともに、その利用に関わる法的課題の検討や法整備が必要になりま

す。例えば、ＣＡは本人の代理であって本人ではないため、ＣＡを使うことで、「本人か、

本人ではないのか」という判断が曖昧になります。特に特定の人物に酷似したＣＡを用い

ると、操作者が別の人物や人工知能だったとしても、ＣＡと対話する人は相手を操作者本

人だと思う場合が出てきます。そのような状況が社会的に許されるのかどうか、社会規範

としての社会的受容性の観点や法的な許容性、さらにはそのような状況におけるＣＡの利

用に必要な法整備の検討が必要になります。さらには、ＣＡの操作者が誰であるかを認識

できる顕名と、認識できない非顕名（匿名）の両方の側面での利用が可能となるため、ど

のような状況において操作者が誰であるかを明示しない非顕名が許されるのか、社会規範

として許容される場面やルールの検討、法解釈や必要な法整備についても検討する必要が

あります。 

このような問題は、社会制度設計に関わる専門家だけで検討するのではなく、多くの方々

にＣＡ利用を実感してもらい、共に検討していく必要があります。そのために多くの方々

が実際のＣＡを利用する実証実験が欠かせません。上記の課題が顕著に現れる状況の１つ

として、大臣が情報発信や情報収集などをＣＡを用いて実施する場面が考えられます。そ

こで、河野 太郎 大臣に酷似した見かけを持つＣＡを用いて、多くの方々に説明する活動

などの実証的な使用を通して、共に考えながらＣＡ利用に必要な法整備や社会規範の醸成

に取り組みます。 

 

＜実証実験の内容＞ 

公の場にて、河野 太郎 大臣が、大臣に酷似したＣＡを用いて自らの考えを伝えたり、

情報を発信したりします。仮想空間と比較して、実体を持つＣＡを用いることで、人々は

目の前に大臣本人が来て話していると感じられ、それによって、大臣が投げ掛ける言葉は、

より多く人々に届くメッセージとして受け入れられやすくなるのではないかという実証研

究を行います。また、遠隔地でＣＡが本人の業務を一部代替することで、移動の時間や費

用を省き、業務効率（サービス生産性）の向上につながることも期待されます。 

ＣＡの操作は、遠隔地から大臣本人などが行います。人々との対話では、ＣＡに対する

人々の反応を確認します。ＣＡの音声は、大臣本人の音声をメインに、必要に応じて合成

音声も使用します。このようにして、人々にＣＡを介して大臣と対話する経験をしてもら

い、対話後に、実際の感想・感覚を伺う予定です。 

 

＜今後の展開＞ 

本実証実験の意義は、河野 太郎 大臣のＣＡを用いて、「ＣＡは本人か、本人でないの

か」という問題を、広く多くの方々に問い掛け、ＣＡ社会における新たな社会規範を模索

することにあります。実証実験を通じて得られた知見から、ＣＡを社会で利用する際に必

要な検討が進み、ＣＡの利用が促進されることが期待されます。 
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＜参考図＞ 

             

図１ 左：ジェミノイドＴＫ（河野 太郎 大臣のアバター）  

        右：ジェミノイドＨＩ－６（石黒 浩 教授のアバター） 

 

＜ロボットの仕様＞ 

ジェミノイドＴＫ 

身長：１７５センチメートル（立位、台座含む） 

自由度：制御できる関節は５２ヵ所 

アクチュエーター：空気圧アクチュエーター 

センサー：ＣＭＯＳカメラ２個（左右の眼球に１個ずつ） 

皮膚素材：シリコン樹脂 

ＣＰＵ：外部ＰＣ（Ｗｉｎｄｏｗｓ、Ｌｉｎｕｘなど）による制御 

電源：空気圧レギュレーター用に外部電源（ＤＣ２４Ｖ） 

周辺機器：エアーコンプレッサー（ＡＣ１００Ｖ）、制御用ＰＣ多数 

 

ジェミノイドＨＩ－６ 

身長：１３３センチメートル（座位） 
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自由度：制御できる関節は５１ヵ所（椅子の回転を含む） 

アクチュエーター：空気圧アクチュエーター 

センサー：ＣＭＯＳカメラ２個（左右の眼球に１個ずつ） 

皮膚素材：シリコン樹脂 

ＣＰＵ：外部ＰＣ（Ｗｉｎｄｏｗｓ、Ｌｉｎｕｘなど）による制御 

電源：空気圧レギュレーター用に外部電源（ＤＣ２４Ｖ） 

周辺機器：エアーコンプレッサー（ＡＣ１００Ｖ）、制御用ＰＣ多数 

 

 

 

図２ ＣＡ技術により、誰もが仕事や趣味で活躍する社会 

仕事の場所は宇宙から人体の中まで多様化し、旅行は現地のＣＡをレンタルして自宅に

いながら楽しめます。サイバー空間とフィジカル空間が融合し、両方の空間を行き来し

ながら生活するようになると、コンサートやスポーツ観戦は、臨場感が味わえる３Ｄ映

像のＣＡで参加するスタイルが可能になります。身体、脳の機能を拡張するサイボーグ

（義体）技術が普及し、誰もが平等に仕事や趣味で活躍できるようになります。 

（ＪＳＴ資料 ムーンショット目標１「２０５０年の社会」より） 

 

 



6 

＜用語解説＞ 

注１）サイバネティック・アバター（Ｃｙｂｅｒｎｅｔｉｃ Ａｖａｔａｒ（『登録商標第

６５２３７６４号』）、以後ＣＡと略す） 

「身代わりとしてのロボットや映像などを示すアバターに加えて、人の身体的能力、認

知能力および知覚能力を拡張するＩＣＴ技術やロボット技術を含む概念」で、Ｓｏｃｉｅ

ｔｙ ５．０時代のサイバー・フィジカル空間で自由自在に活躍するものを目指しています。

ＣＡは下図（ＪＳＴ資料 ムーンショット目標１「２０５０年の社会」より）のように、身

体、脳、空間、時間の制約から解放するためにさまざまな機能や形態が考えられています。 

 

注２）ムーンショット型研究開発事業 

超高齢化社会や地球温暖化問題など重要な社会課題に対し、人々を魅了する野心的な目

標（ムーンショット目標）を国が設定し、挑戦的な研究開発を推進する事業。ムーンショ

ット目標１、２、３、６、８、９については科学技術振興機構（ＪＳＴ）が担当。大阪大学 

大学院基礎工学研究科の石黒 浩 教授がプロジェクトマネージャーとして推進している

プロジェクト「誰もが自在に活躍できるアバター共生社会の実現」の一環として、ロボッ

トやＣＧを含めた多様なアバターの様態を活用したＣＡ基盤とＣＡ生活の実現を目指し、

サイボーグやアバターとして知られる一連の技術を高度に活用して、人の身体的能力、認

知能力および知覚能力を拡張する研究開発を推進しています。 


